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第1175回例会 8月 27日（日） 
◎ クラブアッセンブリー（4） 

◎ ガバナー公式訪問A分区合同例会 

担当 会長、幹事 

 

第 1174回例会 8月 23日（水） 
◎ クラブアッセンブリー（3） 

◎ I.A 年次大会報告 

担当 インターアクト委員会 

 
¾ 点 鐘 

¾ ロータリーソング「我等の生業」 

 
       ≪長野 鉄司 親睦委員≫ 
 ・岐阜東南Ｒ．Ｃ・・・川島 和男 君 
 ・地区大会実行委員長・・・水谷 雄二 様 

〈岐阜西Ｒ．Ｃ〉 
              宮崎 三郎 様 
 ・ゲスト３名 
   城北高校インターアクト部 
    顧問教師・・・棚橋 卓郎 様 
    インターアクト部員・・・矢島 健斗 君 
                小川 総志 君 

≪小森 保敏 会長≫ 
一言ご挨拶申し上げます。暑い日が続いておりますが

皆様、御身体の方、御自愛下さいます様、御願い申し

上げます。皆様の顔ぶれを見ますと辻さんが戻ってみ

えました。およそ８ヶ月ぶりにお会いする事が出来ま

して嬉しい限りで御座います。これからも健康に注意

されまして元気に例会に出席されます事を願っており

ます。 

 本日は、クラブアッセンブリーとして、インターア

クト委員会の担当で８月の５日、６日に行なわれまし

たインターアクト年次大会の報告をしていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 ところで、本日は箸の歴史について話したいと思い

ます。箸は弥生時代に中国から伝えられたものと言わ

れています。もともとは竹や柳の枝をふたつに折りた

たんだピンセットのような形の折箸で、一般の人が使

うものではなく、神様におそなえする時に使われてい 

 

ました。稲作が盛んになり火を使うようにな

理と共に箸も発達していったのではないか、

ています。 

 箸を使うのは、日本だけではなく中国や朝

ベトナムなどですが日本では、箸だけで「つま

さむ」「切る」「押さえる」「混ぜる」「はがす」「

などの作業を行なうために、箸先が細くなっ

特の箸が作られてきました。日本人の手先が

言われているのも、箸の使い方と関係がある

れませんという話をもちまして挨拶といたし

りがとうございました。 

 

◎ ビジタースピーチ 
 ≪地区大会実行委員長 水谷 雄

 本日は、皆様に御礼と御願いに参りました

申しますのは、６月に今年のテーマである“

ーの新しい魅力を求めて”と言う課題でアン

させて戴きました。北Ｒ．Ｃは、当時４９名

ンケートを戴いた方が２２名、４５％の回答

いました。此れに基づいて今回の大会を行お

のが大会のテーマで御座います。 

 １９０５年にシカゴでロータリーが出来ま

００歳を迎えたわけで御座います。その間此

た発展もなしに今日まで、参りました。新し

今求めないと生き残れないんじゃないかと、

機感をもっている訳で御座います。これから

を迎えるに向ってロータリーが益々栄えねば

それには、新しい魅力が必要ではないかと言

山口大学の小谷典子教授にアンケートの分析

いて、新しい魅力が出てくるのかどうか大会

表して頂こうとこんな風に思っております。

会の一日目に元Ｒ．Ｉ会長ピチャイ．ラクタル

本に戻って”と言う題で講演をして戴きます

 地区大会は、お祭りがいい。でも今、元気

で笑いかな？！笑いなら落語かな？！と言う

落語協会会長である桂三枝師匠に二日目を御

訳で御座います。そこで御願いと申しますのは

皆様に全員登録で御願いしたい訳で御座いま

さんもその様に考えておられると思いますの

お願い致します。有り難う御座いました。 

 

http://gifukita-rc.com 

□例 会 毎週水曜日 □題 字 小森 保敏 

□会 場 岐阜都ホテル 岐阜市長良福光桃林 2695  

tel 295-5222㈹ 

□事務所 岐阜商工会議所（岐阜市神田町 2）tel 264-9235㈹ 

22000066‐‐22000077  
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□会 長 小森 保敏 

□副会長 岡田 忍 

□幹 事 永瀬 章 

□会報記念誌委員長 谷田
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R.I.会長 ウィリアム・ボイド氏
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ≪出席委員会≫ 

本日のホームクラブ   31／38    81.57% 

◇ 本日のホームクラブ  欠席者７名 
 谷田育子さん・片桐順一郎君、波多野光裕君 
 竹村博之君・永瀬章君、森本時夫君、三島隆雄君

 
 

◇ 社会奉仕委員会 ≪岡田 一二三 委員長≫ 
 今月２１日に若松学園デイキャンプが開催されま

た。天候の都合により、学園内に変更となりました

小森会長、岡田副会長、広報の原尾さんと私の４名

行って参りました。短い時間ではありましたが楽し

時間を過ごさせて戴きました。 

 次に９月２０日（水）に若松学園の方がみえまし

現場の状況についてのお話をして頂きます。実体を

っくり聞いて戴ければ幸いに存じます。有難う御座

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田委員長より若松学園へ寄付金の贈呈 
 
 
 
 
 
 
 
 

 2006-2007年度 国際ロータリーのテーマ 

4つのテスト   ①真実かどうか   ②みんなに公平
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◇ 親睦交流委員会 ≪松野 委員長≫ 
 氷見Ｒ．Ｃ訪問の締め切りが本日となっております。

まだ、提出して戴いていない方、是非参加と言う事で

御願いいたします。参加者が今１２名と言う事で少な

い為、何とか都合の付く方は、参加して戴きます様、

宜しくお願い致します。以上です。 

 

◇ ニコニコボックス ≪安藤 武司 委員≫ 
 ＊水谷雄二様 

 ＊辻貞行君…８ヶ月ぶりの例会に出席出来ました。

お蔭様で健康を取り戻す事が出来ました。会員皆

様方の友情に感謝致します。 

 ＊河村訓陸君…本日のインターアクト報告会を宜し

くお願い致します。城北高校の棚橋先生、インタ

ーアクターの矢島君、小川君をお迎えして。 

 ＊苅谷二郎君…久しぶりに辻さんの顔を拝見して。 

 ＊山口八郎君…家族ゴルフ例会で優勝致しました。 

 ＊小島正三君…川島先生ようこそ。 
 
       クラブアッセンブリー（3） 
 ◇ Ｉ．Ａ年次大会報告 

≪河村 訓陸インターアクト 委員長≫ 
 ８月５日（土）、６日（日）に第２９回インターアク

ト年次大会が開催されました。本日は、その時に出席

されました城北高校インターアクト部顧問教師の棚橋

先生とインターアクター１年の矢島健斗君、同小川総

志君に報告をして戴きます。御願い致します。 
≪矢島 健斗 君≫ 
 自分は、インターアクト年次大会を終え、いろんな

方と接する事が出来、貴重な体験をする事が出来まし

た。韓国留学生の方々の演奏やオリエンテーリング等

は、とても心に残っています。しかし一番驚いたのは、

参加されていた方が自分の思っていた人数よりかなり

多くいた事です。自分は、これほどまでにインターア

クトに関心を持っている人がいるとは思いもしなかっ

たのでとても良い刺激になりました。 
 どの活動も内容が濃く、新しく知った事も多くあっ

たのでとても良かったです。 

率先しよう 

か   ③好意と友情を深めるか   ④みんなのためになるかどうか 



R.I.会長 ウィリアム・ボイド氏
 2006-2007年度 国際ロータリーのテーマ 

 
≪小川 総志 君≫ 
 僕は、インターアクト年次大会が行われるまで、

ンターアクトが何をやる部活なのかどんな部活なの

さっぱり解りませんでした。ですが年次大会が行わ

てからは違います。年次大会で聞いたインターアク

の意味や活動の意味をしっかりと知る事が出来たと

いました。 
 
≪岐阜城北高校 棚橋 卓郎 先生≫ 
 岐阜城北高校の棚橋卓郎と申します。日頃は小森

長さまはじめロータリークラブの方々にいろいろご

導、ご支援をいただきましてありがとうございます

この度は、第２９回の年次大会に参加させていただ

ました。その報告をさせていただきますが、それに

立ち本校の部活動やインターアクト部の現状につい

お話することから始めたいと思います。 
 本校には多数の部がありますが、ご承知のように

球部をはじめ華々しい活躍を示してくれたものも少

くありません。大変立派だとは思いますが、日常の

動を見ている者にとっては、不遜な言い方になりま

が特に不思議ではありません。毎日毎日、熱心な指

者の下で実践的・科学的錬磨を６０余名の部員たち

ともに積み上げているのですから。 
 それに対しインターアクト部はといいますと、多

の部員の存在にも関わらず、意欲的な活動参加者は

在のところ、残念ながら少数にとどまっています。

日出席している小川、矢島両君など誠実で優秀な先

部分を拡大させながら、例年の校内活動や他校の実

例に学んだ取り組みを今後展開して、活動の飛躍を

かりたいと思います。 
 さて、年次大会ですが、近鉄白子駅の近くの鈴鹿

少年センターで行われました。岐阜三重両県から３

校３００人ほどが参加して二日間若いエネルギーを

揮してくれました。特に印象的だったことは、白子

伊勢型紙の本場ですが、一時に比して産業が衰退し

いること、ロータリアンの方々が遺憾なく力量を発

して大会に献身されていたこと、韓国の参加生徒が

熱的だったこと、留学生が国際交流に大いに貢献し

いること、などなどです。大会で学んだことを生徒

ともに今後の活動に生かせるよう努力したいと思い

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4つのテスト   ①真実かどうか   ②みんなに公平
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¾ 閉会の辞 ≪岡田 忍 副会長≫ 
 

¾ 点  鐘 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会のご案内  9 月 6 日（水） 

 

・慶祝行事 

・クラブフォーラム（3） 

 

担当 青少年育成委員会 

担当／クラブ会報委員会 原尾 勝 

か   ③好意と友情を深めるか   ④みんなのためになるかどうか 


